
令和６年第３回定例会　議案の概要（10月７日議決分）

第３回定例会
（会期：令和６年８月30日～10月７日）

議決した案件

【表決が分かれた議案名】

議案第102号　令和５年度東広島市歳入歳出決算の認定について

議案第103号　令和５年度東広島市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

議案第104号　令和５年度東広島市造賀財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

議 員 派 遣

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 未来の風 公明党 創生会
真
政
倶
楽
部

日
本
共
産
党

議員名
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仁
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議案第102号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第103号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第104号 × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員派遣 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

議案の内訳
　　10月７日に議決された案件を掲載しています。
　　８月30日及び９月19日に議決された案件は前号（令和６年11月号）に掲載しています。

●決算案…３件　　●議長発議…１件

（●賛成多数可決…４件）

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのQRコードからご覧いただけます。
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令和６年第３回定例会　議案の概要（10月７日議決分）

〈
議
案
第
102
号
〉

令
和
５
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

市
の
令
和
５
年
度
決
算
（
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
）
を
認
定
し
ま
し
た
。
決
算
特
別
委
員
会
に
お

け
る
審
査
を
通
し
て
、
市
が
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
課
題
等
を
整
理
し
、
令
和
７
年
度
予
算

に
向
け
た
要
望
事
項
を
と
り
ま
と
め
て
市
長
に
提
案
し
ま
し
た
。

○一般会計　　　　　　　　　　　　○特別会計（16会計）
　歳入　982億4,521万４千円　　　　　歳入　324億4,738万１千円
　歳出　961億7,214万円　　　　　　　歳出　316億3,674万２千円
【主要な施策の成果】（抜粋）
①仕事づくり
　●企業誘致・留置と投資促進
　　・企業活動拠点整備への支援
　　・企業立地促進助成（工場等設置助成金・雇用助成金）
　　・産業集積促進助成　など 16億4,166万２千円
②暮らしづくり
　●市道、街路、国県道の整備・保全
　　・橋梁等道路施設の長寿命化
　　・都市計画道路の整備促進
　　・道路等の維持修繕の実施　など 42億1,624万７千円
③人づくり
　●学校運営の支援と教育内容の充実
　　・ICTの活用による学びの充実
　　・学校支援センターによる支援
　　・小・中学校の施設整備等　など 51億7,466万８千円
④活力づくり
　●公共交通ネットワークの強化・充実
　　・東広島市総合交通戦略・東広島市地域公共交通計画の改訂
　　・自動運転・隊列走行※BRTの導入検討
　　・JR西高屋駅の結節点機能強化と拠点施設整備　など 12億1,877万２千円
⑤安心づくり
　●妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援体制の構築
　　・妊娠期からの伴走型相談支援
　　・健診事後親子教室の開催
　　・乳幼児等医療費の支給対象の拡大　など 14億1,356万５千円
　●保育環境の充実
　　・職務奨励費及び保育士定着応援給付金の支給
　　・私立保育所等の施設整備
　　・放課後児童クラブの充実　など 13億9,396万４千円

※ＢＲＴ　　 Bus Rapid Transit（バス高速輸送システム）の略。バス専用レーンやバス優先信号などを組み合わせて、これまで以
上に早く、時間どおりに目的地へ到着できるバスシステム。鉄道と路線バスの中間に位置する輸送モード。

　Ｔｏｗｎ＆Ｇｏｗｎ　　 欧米の大学立地都市を参考に、タウン（街）とガウン（学生や教授たち）とが一体となったまちづくりを
目指すため、大学と東広島市が連携を図りながら、持続可能で魅力的なまちづくりを進める取組み。

　エッセンシャルワーカー　　 公共交通、物流、医療・介護など、人々が生活するうえで欠かせない仕事をする人たちのこと。
債務負担行為　　 数年度にわたる建設工事、土地の購入等翌年度以降の経費支出や、債務保証又は損

失補償のように債務不履行等の一定の事実が発生したときの支出を予定するなどの、
将来の財政支出を約束する行為。

決
算
特
別
委
員
会
か
ら
の
要
望
事
項（
抜
粋
）

○
各
町
単
位
で
税
収
と
公
共
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

調
査
し
、
地
域
内
経
済
の
循
環
に
資
す
る
検
証
を
行
う

こ
と
。

○
※
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ
の
一
層
の
取
組
に
よ
り
、
社

会
課
題
の
解
決
、
地
域
と
大
学
の
連
携
、
職
員
の
人
材

育
成
な
ど
を
強
化
す
る
こ
と
。

○
20
万
都
市
を
見
据
え
、
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
※
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
確
保
及
び
救
急
医
療
体
制
の

整
備
に
努
め
、
本
市
の
属
す
る
二
次
保
健
医
療
圏
に
お

け
る
保
健
医
療
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

○
子
ど
も
を
中
心
に
据
え
た
保
育
環
境
及
び
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、
保
育
現
場
や
学
校
現
場
の
状
況

を
把
握
し
、
保
育
士
、
教
育
補
助
員
及
び
学
校
教
育
支

援
員
等
の
人
材
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

○
住
民
自
治
協
議
会
の
取
組
が
活
発
化
し
、
及
び
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
住
民
主
体
の
活
動
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
、
地
域
づ
く
り
推
進
交
付
金
に
お
け
る
事
業

の
項
目
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
含
め
検
討
す
る
こ
と
。

○
農
業
の
担
い
手
確
保
に
引
き
続
き
努
め
る
と
と
も
に
、

農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
農
業
支
援
施
策
を
展
開
す

る
こ
と
。

○
入
札
時
期
の
部
局
間
調
整
や
※
債
務
負
担
行
為
の
活
用

等
、
工
事
発
注
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
年
間
を
通
じ
た

工
事
量
の
平
準
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
市
内

業
者
の
受
注
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
各
種
事
業
を
着

実
に
実
施
し
、
早
期
に
事
業
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。
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令和６年第３回定例会　議案の概要（10月７日議決分）

決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
意
見

総
務
分
科
会
関
係
分

●
職
員
の
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
意

識
が
低
い
。
全
庁
的
に
意
識
の
向
上

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

●
Ｄ
Ｘ
が
進
む
よ
う
に
組
織
・
業
務
の

在
り
方
を
見
直
し
、
職
員
が
市
民
と

向
き
合
う
時
間
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

文
教
厚
生
分
科
会
関
係
分

●
介
護
人
材
に
お
け
る
外
国
人
確
保
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
制
度
設
計
時
に

対
象
者
へ
の
意
向
調
査
が
な
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
た
め
、
丁
寧

な
制
度
設
計
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

市
民
経
済
分
科
会
関
係
分

●
地
域
づ
く
り
推
進
交
付
金
の
事
業
項

目
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
後
押

し
で
き
る
形
で
見
直
し
を
検
討
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

●
予
算
は
組
ん
だ
も
の
の
実
績
が
ゼ
ロ

で
あ
っ
た
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
、

ど
れ
だ
け
対
象
者
に
周
知
さ
れ
て
い

る
の
か
が
課
題
で
あ
る
。

る
。
職
員
一
人
一
人
が
、
こ
う
し
た
現

状
を
認
識
し
、
強
い
コ
ス
ト
意
識
を

持
っ
て
事
業
の
効
果
や
必
要
性
を
精
査

す
る
と
と
も
に
、
時
代
の
変
化
に
よ
り

生
じ
る
様
々
な
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
優
先
順
位
等
を
見
極
め
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
適
切
な
活
用
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
会
議
で
の
討
論

反
対

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

な
ど
の
大
型
事
業
よ
り
も
、
命
と
暮

ら
し
を
最
優
先
す
る
政
治
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
賃
金
ア
ッ
プ
、
所
得

補
償
、
価
格
保
証
の
向
上
に
寄
与
す

る
事
業
に
転
換
す
べ
き
と
考
え
、
反

対
す
る
。

賛
成

令
和
５
年
度
の
予
算
は
、
市
民

生
活
や
地
域
経
済
活
動
へ
の
支
援
に

向
け
た
取
組
み
が
行
わ
れ
、
多
く
の

成
果
が
出
始
め
た
も
の
と
感
じ
ら
れ

る
。
今
後
も
適
正
で
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
に
期
待
し
、
賛
成
す
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反
対

当
該
財
産
区
が
整
備
し
た
公
園

で
利
用
料
を
徴
収
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
収
支
に
計
上
さ
れ
て
い

な
い
。
歳
入
歳
出
が
適
法
適
切
に
行

わ
れ
た
か
、
提
出
さ
れ
た
書
類
で
は

判
断
で
き
な
い
の
で
、
反
対
す
る
。

賛
成

監
査
委
員
が
調
べ
ら
れ
、
そ
し

て
執
行
部
も
調
査
さ
れ
、
そ
の
上
で

審
査
意
見
書
に
あ
る
内
容
に
と
ど
め

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
不
正
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
判
断
さ
れ
た
も
の

だ
と
、
こ
れ
を
信
頼
し
て
、
不
正
は

な
か
っ
た
と
思
い
、
賛
成
す
る
。

東
広
島
市
造
賀
財
産
区
が
令
和
６
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、市
に
お
い
て
決
算
を
行
い
ま
し
た
。

歳
入
総
額
6
8
8
万
３
０
０
０
円
、歳
出

総
額
3
2
2
万
２
０
０
０
円
、差
引
額
3

6
6
万
１
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、そ

の
余
剰
金
は
、市
に
譲
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
分
科
会
関
係
分

●
技
術
職
の
職
員
の
確
保
・
育
成
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、

分
科
会
と
し
て
も
事
業
系
の
部
局
に

対
し
て
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

●
処
理
場
や
汚
水
管
渠
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
民
間
の
新
た
な
投
資
や

開
発
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
先

を
見
越
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
民
間
組
織
、
地
域
の
方
と
の

連
携
は
不
可
欠
に
な
る
の
で
、
関
係

者
と
の
協
働
を
強
く
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

監
査
委
員
か
ら
の
主
な
審
査
意
見

各
財
政
指
標
の
数
値
は
お
お
む
ね
一

定
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
も
の
の
、

経
常
収
支
比
率
を
は
じ
め
と
し
て
指
標

の
多
く
が
悪
化
の
傾
向
に
あ
る
。
人
件

費
・
扶
助
費
等
の
経
常
的
経
費
は
今
後

と
も
増
加
が
見
込
ま
れ
、
本
市
を
取
り

巻
く
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
う
し

た
状
況
に
お
い
て
も
、
都
市
の
基
盤
形

成
・
維
持
に
つ
な
が
る
公
共
施
設
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

〈
議
案
第
104
号
〉

令
和
5
年
度
東
広
島
市

造
賀
財
産
区
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

し
ま
し
た
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